
ニュースリリース 

平成27年 1月 19日 
国立大学法人 千葉大学 

 国立大学法人千葉大学（学長：徳久 剛史）は、独立行政法人科学技術振興機構（JST）の社会技術研究開発セン
ター（RISTEX）が推進する戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）、平成26年度新規研究開発領域「持続可
能な多世代共創社会のデザイン」にて採択されたプロジェクトに関して、全体構想と関連する研究成果を発表する、
第1回公開セミナーを開催いたします。また、当日の様子は動画共有サービス「Ustream」で生中継いたします。 

千葉大学 公開セミナー開催（1月24日）のお知らせ 
「多世代参加型ストックマネジメント手法の普及を通じた地方自治体での持続可能性の確保」 

セミナーの様子は、Ustreamで生中継します。 

本件に関するお問い合わせ 
千葉大学大学院人文社会科学研究科教授 倉阪秀史 

メール：kurasaka@le.chiba-u.ac.jp 

JR西千葉駅 

自然科学系 
総合研究棟２号棟 

※公共交通機関のご利用にご協力ください。 

■採択プロジェクトについて 
  プロジェクト名： 多世代参加型ストックマネジメント手法の普及を通じた地方自治体での持続可能性の確保 
                （通称：OPoSSuM：Open Project on Stock Sustainability Management) 
  研究代表者  ： 倉阪 秀史（千葉大学大学院人文社会科学研究科 教授） 
  研究開発期間 ： 2014年度～2017年度 
 
■第1回公開セミナーについて 
＜趣旨＞ 
 人口減少・超高齢化社会において社会を持続可能とするには、社会を支える資本ストック（人的資本、人工資
本、自然資本、社会関係資本）を健全に維持し、継承することが必要です。そのためには、各地域で、資本ス
トックの将来推移を予測し、さまざまな世代が主体的に参画しつつ、それらの適切な維持・管理・活用（ストッ
クマネジメント）を進めることが求められます。 
 そこで本プロジェクトでは、1）資本ストックの現況を自治体間で比較できるようにすること、2）将来に起こ
りうる課題を簡易に認識できるようにすること、3）将来の課題の認識に基づいて多世代参加型で合意形成をお
こなうことなど、ストックマネジメント手法を各地に普及させ、地域レベルでの持続可能性の確保を目指します。 
 今回の公開セミナーでは、プロジェクトの全体構想と、関連する研究成果を発表いたします。 
 

＜日時＞ 2015年1月24日（土）14:00-17:00 
     入場無料・事前予約不要 
 
＜場所＞ 千葉大学 西千葉キャンパス 
     自然科学系総合研究棟 2号棟 2階マルチメディア講義室 
 
＜スケジュール＞ ※時間には変更になる場合があります。 
14:00-14:35 プロジェクトの全体構想について（倉阪秀史） 
14:40-15:15 ストック現況の市町村比較と将来予測について（倉阪秀史） 
15:20-15:55 リソースジェネレーターによる社会関係資本の把握について 
      （芝浦工業大学 工学部共通学群 栗島英明 准教授） 
16:00-16:35 ストック配置に関連する地域内人口分布の動向とシナリオ 
      （国立環境研究所 社会環境システム研究センター  松橋啓介 室長） 

16:40-17:00 全体質疑 
 
＜Ustream中継＞ 
 動画共有サービス「Ustream」で同時中継を行います。 

 http://www.ustream.tv/channel/ristex-opossum 
  



＜実施体制＞ 

■平成26年新規研究開発領域「持続可能な多世代共創社会のデザイン」 について 
 独立行政法人科学技術振興機構（JST） 社会技術研究開発センター（RISTEX）が、戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開
発）における平成２６年度の新規研究開発領域として設定しました。 「持続可能な多世代共創社会のデザイン」研究開発領域で
は、日本が成熟社会へと移行する中で今後予想される社会的な課題を見据え、多世代・多様な人々との共創の取り組みを通じて、
環境、社会、経済などの多面的側面から持続可能とする社会のデザインを目指す研究提案を募集していました。 
 （１）実施期間：原則として３年  （２）予算規模：3,000万円未満／年 
  ※プロジェクト企画調査の場合は、実施期間は半年間（初年度は約4ヶ月）、予算規模は数百万円。 
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